
平成２０年度 全国公立学校教頭会 ブロック大会報告

Ⅰ 大会名称 第２９回 中国地区公立学校教頭会研究大会鳥取大会

Ⅱ 開催期日・場所 平成２０年１１月２１日(金)

米子コンベンションセンター,米子市文化ホール,米子ワシントンホテルプラザ

Ⅲ 日程・大会の概要

(1) 研究主題 ｢生きる力をはぐくむ 豊かな学校をめざして｣

－｢やさしさ｣と｢たくましさ｣を併せ持つ子どもの育成－

(2) 主 催 中国地区公立学校教頭会 鳥取公立学校教頭会

(3) 後 援 島根県教育委員会 山口県教育委員会 広島県教育委員会 岡山県教育委員会

鳥取県教育委員会 米子市教育委員会 鳥取県小学校長会 鳥取県中学校長会

社団法人日本教育会 鳥取県教育弘済会

鳥取県ＰＴＡ協議会 米子市小中ＰＴＡ連合会 全国公立学校教頭会

(4) 大会コンセプト

・継続性…教頭として，学校づくりに向けて絶え間なく取り組み続けるための研鑽と意欲を持った行動を目指すために。

・協働性…教頭のリーダーシップにより学校組織の活性化と方向付けにあわせた組織としての取組を目指していくために。

・関与性…学校づくりの実現に向けた内容をいかにして職員に浸透させ，推進していくかといったノウハウの蓄積とそうし

た実効性のあるモジュールの構築や実施を目指すために。

(5) 開会行事 ９：３０～１０：１０

(6) 記念講演 １０：２０～１２：１０

演題 ｢子どものために手をつなぐ｣-学校へのイチャモン(無理難題欲求)のウラにあるもの-

講師 大阪大学大学院 人間科学研究科 人間科学専攻教授 小野田 正利 氏

(7) 分 科 会 １３：２０～１６：１０

第１分科会 『小・中学校の連携と教育課程の運用』

『教育目標を具現化し，学校を活性化するための学校評価のあり方と教頭のかかわり

-小中連携を軸としたビジョンづくりと学校評価の研究 Ｂブロックの取組より-』

第２分科会 『食に関する指導を推進するための支援のあり方－小・中連携を視野に入れて－

『元気で心豊かな子どもの育成をめざして－基本的生活習慣の定着を図り，人とかかわる力を育てる取組－』

第３分科会 『地域の力を活かした学校の安全管理－｢地域連携｣の取組から安全管理を見直す－』

『学校・家庭・地域の効果的な連携と教頭の関わり－小・中連携の取組を通して－』

第４分科会 『学校運営改善に生かす学校組織マネジメント－ＰＤＣＡサイクルや組織マネジメントの手法を生かして－』

『地域に信頼される学校をめざして－学校評価と教頭の関わり－』

第５分科会 『教職員一人一人が高まる校内研修の活性化と教頭の役割』

『教職員の専門性を高めるための教頭の役割

－授業力向上を目指した校内研修を充実させていくための教頭のかかわり－』

第６分科会 『よりよい学校づくりのために｢求められる教頭像｣を探る－協働する組織づくりのために－』

『生きる力をはぐくむ豊かな学校をめざして－安心・安全な｢開かれた学校づくり｣へ向けて－』

Ⅳ 大会に参加しての感想等

前日の真冬のような寒波の襲来

で，秀峰大山もすっかり雪化粧とな

りました。白銀に輝く大山を望むこ

こ米子市において，中国大会鳥取大

会が開催されました。

開会行事・基調提案に引き続き，

小野田正利先生による講演がありま

した。「保護者の気持ちを受容し保

護者と学校が対話を重ねながら，子 △分科会 △少数による協議

どものために共同していく。」ことの

重要性を改めて認識させられました。講師の先生の人柄と熱意があふれる講演でした。

午後からは，少人数のグループ協議による参加型の分科会が行われました。限られた時間ではあり

ましたが，各分科会２本の提言，グループ協議，全体研究協議等活発な意見交流がなされました。課

題の共有化，解決に向けての具体的な方策が出されるなどの成果が見られました。そして，指導助言

の先生方から，具体的で示唆に富むご指導をいただきました。

主催された鳥取県公立学校教頭会の先生方をはじめ，関係者のご尽力で，とても充実したすばらし

い大会でした。本当にありがとうございました。


